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機 1における分散共有メモリ う並列処理シンポジ
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(2)口頭発表

1.小西将人今五島正裕ぢ森員一郎ウ富田異治、 「超並列計算機 1における分

散共有メモリシステムの性能評価j、情報処理学会研究会報告う ω139ち

pp.l~-:位、 2000 年 8 月.

2.増田峰義う鳥崎唯之う五島正裕、森撰一郎ウ富田異治、 「分散にお

ける並列アクティピティの高速移送Jゥ情報処理学会研究会報告今

2000年 8月.

7月.

、「超並列計算機

pp.18仏 2001

lの

7月.

々はち被数の独立した計算機が必要に応じて群(コ口ニー)を形成しちそれらがあ

たかも単一の計算機であるかのようなイメージ In1age:SSI)を提供す

ることで従来のシステムの操作性に匹敵する計算機環境を実現するコンビュー

タ@コロニーの研究を行ってきた rネットワークの向こうにある無尽蔵の計算資源
を今その物理的な構成を意識せずに自由に使いこなせる計算機環境jがコンビュータ@

コロニーの理想、である.我々はこの目的を達成するために必要な共有メモリ環境を効

率的に実現するハードウェアと今プログラミングフェースとして従来のシステ

ムでのタスクースレッド@モデルを拡張したミッション叩ユニット@モデルの基礎的な

研究を行ってきた.

本研究の目的は、今までの研究成果を統合しネットワーク@スーパーコンビュータの

一形態としてのコンピュータ@こ3日ニーをプロトタイプシステムとして実現すること

である.

主な研究成果は以下の通りである.

複数計算機関での細粒度動的負荷分散を実現するグ

ローパル@スケジューうの戦略を決定する擦に必要なシステムパラメータを同

定するためち負荷分散機構において実質的な作業を行うユニット移送機構ちホー

ムページ移送機構の開発を行った.
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ニエニット移送機購の開発共有メモリ環境であることを活用しうユニット移送時

には必要最低限の情報のみを移送することでう移送を決定後から移送先での

実行再開までの時間を短縮する基本プロトコルを設計しうそれに基づいてた

ベーシックな実装を行った.その結果う移送先でのオンデマンドなメモリ領

域確保/割り当ての時間がユニット移送において極めて問題であることが判

明した.そこでユニット移送機構自身が独自に管理するメモリ領域を一定

量だけ予め割り当てる実装方式を提案した.さたにち一旦移送されたユニッ

トが再び移送前のノードに戻ってくる場合にう過去の履歴を利用することで

不必要なデータの移送を軽減する差分移送方式を提案しう

について検討を行った.

ームページ移送機購の開発ユニットの移送に伴うホームページの移送ならび

に、実行されるプログラムの振る舞いに応じてうプログラムから

明示的にホームページを移送するための基本プロトコルを作成しその実装

を行った.頻繁に利用されうかっちタイミングがクリテイカルな一部機能を

の通信ハードウェアの機能を利用して実装することで、プロトコルプロ

セッサの負担を大きく軽減できることを確認した.

メモり環境を提供する通信ハードウェア上のブ口トコル開発 平成 10年度

からの基盤研究の成果として作成したネットワーク@インタフェース@カード上

に搭載されたの詳細設計を行った.具体的にはう共有メモリの一貫性制御

を支援するプロトコルプロセッサインタフェースラワークステーションに実装す

るためのパスインタフェースう 1Gpbsの光接続部の基本インタフェースを設計し

た.この通信ハードウェアをうワークステーション上のプログラムの仮想アドレ

スにマッピングし、 2台のワークステーション間で光接続により通信を行うため

のプロトタイプハードウェア環境を構築した.その結果、光接続部におけるデー

タの誤り率が予想以上に高いことが判明した.解析の結果今単体でのループパッ

ク試験に関しては全く開題がおこらず今複数台構成のシステムにおいてはじめて

問題が発生することが分かった.しかしう根本的な原因の解析には最新の測定器

等が必要であり予算ならびに研究期間の問題から、原因の解析は保留しちこの物

理層レイアでの問題を上位レイアのプロトコルで回避してう高いエラー率の下で

も通信品質を確保するプロトコルを開発した.またちこのフロトコルを上

のハードウェアで実装した.その結果、上位レイアでのエラー発生率を 1/5に軽

減し、かつエラーフリーの Readならびに Writeアクセスをうそれぞれ 3.7なら

びに 4.1マイクロ秒(平均)で実現できることがわかった.

コンピュータ@コ日ニーの実装と

プロトタイプ環境としてう SPARC版LINUXオペレーティングシステムを搭載し

た2台のワークステーションに独自開発の専用ネットワークインタフェースカー

ドを接続した簡易共有メモリ環境を構築し、その性能評価を行った.専用カード

をユーザレベルで利用可能とするためのドライバ開発ならびにう Linuxカーネル

の修正を行った.ネットワークカードが提供する共有メモリへのアクセス時間



の評価を行った結果今細粒度のローカルメモリアクセスに関してうユーザレベル

の直接アクセスはシステムコールを介した場合に比べてち約8倍の高速化が得ら

れることがわかった.またうリモートメモリアクセスの平均レイテンシはラ Read

アクセスで2.7マイクロ秒ウアクセスでマイクロ秒となりうプロトタイ

プシステムとしては満足な性能が得られた.
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